
.

1998年5月16日(土)

 

闘魂 斤 ・

 

學大都窮(1946年8月6日 第三種郵便物認可)第2219号(1)

学 生 団 俸

京 都 大 学 新 聞 社京都市左京 区吉
田京 大構内

(075)フ612054直 通(075>753753
1(内 線2571)

FAX(075)761一 脳
振替01020,33909

1部100円

■今号の紙面■

新
入
生
歓
迎
号
そ

の
3

二
・
三
面

入
学
者
名

一
覧

四
面

さ
ー
く
る
く
る
く
る

先
日
、
立
て
続
け
に
自
転
車
を
撤
去
さ
れ
た
。

京
都
市
は
駐
輪
場
不
足
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
ら
し

く
、
駅
前
に
と
め
ら
れ
た
自
転
車
の
撤
去
を
行
っ
て
い

る
。
撤
去
さ
れ
た
ら
、
保
管
場
所
に
出
向
い
た
ヒ
に
、

二
千
三
百
円
も
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

は
し
め
に
撤
去
さ
れ
た
の
は
四
条
河
原
町
。
喫
茶
店

ノ

、眠雨

ノ

、
耕

で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
、
店
を
出
た
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

仕
方
が
な
い
の
で
、
久
世
橋
近
く
の
保
管
場
所
ま
で
取
り
に

行
っ
た
。
帰
っ
た
次
の
日
に
、
出
町
柳
で
撤
去
さ
れ
た
Q

次
の
日
に
別
の
場
所
に
取
り
に
行
っ
た
。
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
ス
ト
ア
で
セ
ー
ル
販
売
さ
れ
て
い
る
九
千
八
百
円
の
自
転

車
を
横
目
に
み
な
が
ら
、
自
転
車
を
こ
い
で
帰
っ
た

(
紐
)

題
に
つ
い
て
は
、
雇
傭
契
約
に

お
け
る
信
義
則
条
の
配
慮
義
務

と
し
て
労
働
環
境
整
備
義
務
が

生
し
る
と
し
て
、
具
体
的
に
は

「セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
重
大
性
と
防
止
措
置
に
つ

き
†
分
な
従
業
員
教
育
を
施
す

こ
と
、
も
し
現
実
に
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
生
し
た

場
合
に
は
、
た
だ
ち
に
そ
の
行

為
を
停
止
さ
せ
、
両
当
事
者
の

事
情
聴
取
を
行
い
、
さ
ら
に
必

要
で
あ
れ
ば
、
加
害
者
の
配
転

措
置
を
と
る
な
ど
の
義
務
」
が

含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。ま
た
、

雇
傭
関
係
以
外
で
も
、
教
員
と

学
生
・
研
究
生
と
の
間
に
つ
い

て
も
大
学
に
は
同
様
に
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

義
務
が
生
じ
る
と
す
る
。

こ
の
観
点
に
照
ら
し
て
見
る

に
、
セ
ン
タ
ー
の
事
実
確
認
も

形
式
的
に
と
ど
ま
り
、
矢
野
氏

へ
の
事
実
確
認
は
ほ
と
ん
ど

行
っ
て
い
な
い
こ
と
、
矢
野
氏

の
辞
職
後
も
何
ら
の
対
応
・処

分
も
行
っ
て
お
ら
ず
、
矢
野
氏

や
セ
ン
タ
ー
の
責
任
の
所
在
に

つ
い
て
放
置
し
て
い
る
こ
と
、

被
害
者
へ
の
措
副
を
講
し
て
い

な
い
点
、
大
学
も
独
自
の
対
応

を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
を
挙

げ
、
セ
ン
タ
ー
と
大
学
の
対
応

を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
要
望
書
は
、
「本

申
立
に
か
か
る

一連
の
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
件

発
覚
後
の
貴
大
学
及
び
貴
セ
ン

タ
ー
の
調
査
等
の
対
応
は
、
事

件
の
真
相
を
解
明
す
る
と
い
う

に
は
ほ
ど
遠
く
、
甲
豆
人
ら
セ

ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被

害
者
の
救
済
を
遅
ら
せ
、
放
圃

し
た
の
み
な
ら
ず
、
新
た
な
被

害
発
生
に
つ
な
が
る
恐
れ
を
も

有
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
お

り
、
セ
ン
タ
ー
と
大
学
に
対
し

て
、
徹
底
し
た
調
査
と
具
体
的

措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し
て

い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
所
長
は
、
四
月

か
ら
、
坪
内
良
博
教
授
か
ら
立

本

(旧
姓
前
田
)
成
文
教
授
へ

代
わ
った
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

京
都
弁
護
士
会
か
ら
の
厳
し
い

批
判
を
受
け
て
、
対
応
が
注
目

さ
れ
る
。

性
差

別

相
談
窓

ロ

全
学
組
織
に
改
編
か
?

京
大
の
各
部
局
に
設
置
さ
れ

て
い
る
性
差
別
等
相
談
窓
口

が
、
か
ね
て
よ
り
要
望
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
、
全
学
的
な
機

関
に
改
変
さ
れ
る
可
能
性
が
出

て
き
た
。
長
尾
眞
総
長
が
今
年

に
入
り
、
同
和
・人
権
問
題
委

員
会

(委
員
長
・渡
邉
尚
経
済

学
部
長
)
に
、
現
在
の
部
局
別

窓
口
の
見
直
し
も
含
め
た
改
善

策
に
つ
い
て
の
討
議
を
付
託
し

た
か
ら
だ
。
井
村
裕
夫
前
総
長

(医
学
部
教
授
)
は
昨
年
十
月

の
学
生
と
の
団
体
交
渉
で
現
在

の
窓
口
の
不
十
分
性
を
認
め
、

A,後
の
改
善
を
口
頭
で
約
束
し

て
お
り
、
十
二
月
に
就
任
し
た

長
尾
新
総
長
が
そ
れ
を
引
き
継

い
だ
形
と
な
る
。
同
委
員
会
は

四
月
十
日
、
九
八
年
度
第
一
回

の
会
議
を
開
き
正
式
に
討
議
を

決
定
し
た
。

性
差
別
等
相
談
窓
口
は
、
東

南
ア
研
・矢
野
翻
元
教
授
に
よ

る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
事
件
の
発
覚
を
受
け
、
一九

九
五
年
以
降
、
各
学
部
・研
究

所
な
ど
部
局
ご
と
に
設
置
さ
れ

て
い
る

(名
称
は
各
部
局
に

よ
っ
て
異
な
る
が
、
以
下
、
相

談
窓
口
と
呼
ぶ
)
。
し
か
し
、

相
談
委
員
に
学
部
長
や
評
議
員

(教
授
二
名
程
度
)
を
当
て
、

女
性
担
当
者
を
置
か
な
い
部
局

が
多
い
現
状
で
は
被
害
者
が
訴

え
出
に
く
い
と
し
て
、
批
判
の

声
が
上
が
っ
て
い
た
。
代
わ
り

に
第
三
者
的
な
機
関
と
し
て
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
専
門
家
も

配
し
た
全
学
的
な
相
談
窓
口
の

設
置
を
求
め
る
声
が
、
京
大
女

性
教
官
懇
話
会
や
文
学
部
学
友

会
ら
学
生
自
治
会
な
ど
か
ら
上

が
っ
て
い
る
。
学
生
有
志
の
団

体

「矢
野
事
件
を
ウ
ヤ
ム
ヤ
に

せ
ず
、
性
暴
力
の
な
い
京
都
大

学
を
目
指
す
グ
ル
ー
プ
『紅
』
」

が
、
九
七
年
五
月
に
ま
と
め
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

回
答
し
た
三
十
四
部
局
の
う

ち
、
現
在
の
窓
口
体
制
を
不
十

分
ま
た
は
全
学
的
窓
口
が
必

要
、
と
す
る
部
局
が
十
三
に

上
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

教
職
員
側
の
改
善
要
望
も
あ
る

程
度
高
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

渡
邉
同
和
・人
権
問
題
委
員

長
は
、
個
人
的
な
見
解
と
し
な

が
ら
、
現
在
の
部
局
別
窓
口
を

コ

律
に
は
言
え
な
い
が
、
少

な
く
と
も
所
属
の
経
済
学
部
で

は
機
能
で
き
て
い
な
い
」と
し
、

「中
立
的
な
立
場
を
保
ち
な
が

ら
も
実
質
的
に
機
能
す
る
シ
ス

テ
ム
を
、
慎
重
な
議
論
の
上
、

で
き
る
だ
け
早
く
探
り
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

ま
た
、
京
大
女
性
教
官
懇
話

会
(代
表
・稲
葉
カ
ヨ
理
学
部

助
教
授
)
は
、
四
月
六
日
、
定

例
の
総
長
会
見
を
行
い
、
全
学

的
な
相
談
窓
口
の
設
置
と
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

蕊O
O
ヨ

防
止
の
ガ
イ
ト
ラ
イ
ン
策
定
を

要
望
し
た
。

セ
ク
ハ
ラ
ガ
イ
ト
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
は
、
昨
年
九
月
に
文
学

部
が
学
友
会

(文
学
部
学
生
自

治
会
)
の
要
望
を
受
け
て
「性

差
別
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

独
自
に
作
成
、
関
西
の
大
学
で

は
初
の
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ

た
。性
的
嫌
が
ら
せ
(セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
)
と
性

差
別
的
言
動
を
定
義
し
、
性
差

別
の
防
止
を
訴
え
る
と
と
も

キ

ャ

ン

パ

ス

・
セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・
ハ
ラ

ス

メ

ン

ト

「声
を
上
げ
た
い
」あ
な
た

の
支
え
と
な
る
た
め
に

段 饗

警;
簸◎騰鎌

 

昨
年
九
月
、
主
に
大
学
関
係

者
ら
で
設
立
さ
れ
た
、
キ
ャ
ン

パ
ス

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

・
全
国
ネ
ノ
ト
ワ
ー

ク
が
、
今
年

一
月
に
行
わ
れ
た

第
二
回
全
国
集
会
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

「
セ
ク
ハ
ラ

・
告
発
の

声
を
あ
げ
や
す
く
す
る
た
め
に

1

当
事
者
を
尊
重
し
た
サ

に
、
相
談
窓
口
で
は
希
望
に
よ

り
女
性
教
官
の
聞
き
取
り
や
、

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
紹
介
を

行
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
は

明
ら
か
で
な
い
部
分
も
多
く
、

学
生
か
ら
は

「本
当
に
窓
口
が

や
る
気
を
持
っ
て
対
応
し
て
く

れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
相

談
す
る
気
に
な
れ
な
い
」
と
い

う
声
も
あ
る
。

京
大
女
性
教
官
懇
話
会
は
総

長
会
見
で
、
各
部
局
の
窓
口
設

ポ
ー
ト
と
は
」
の
内
容
を
ブ
ノ

ク
レ
ノ
ト
に
ま
と
め
て
発
刊
し

た
。
タ
イ
ト
ル
は

『
キ
ャ
ン
パ

ス
・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト

「
声
を
上
げ
た
い
」あ

な
た

の
支

え
と
な
る
た
め

に
』
。
講
演
録
の
ほ
か
、
ガ
イ
ト
ラ

イ
ン
制
定
や
窓
口
設
置
な
ど
全

国
の
大
学
の
動
き
や
、
相
談
で

き
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

・
弁
護
士

一
覧
、
全
国
ネ

ノ
ト
の
各
ブ

へ
の
配
慮
が
強
調
さ
れ
、
タ
バ

コ
販
売
機
の
撤
廃
が
決
ま

っ

た
。
し
か
し
、
年
間
二
百
万
円

の
タ
バ
コ
売
り
上
げ
に
よ
る
利

益
や
喫
煙
者
の
こ
と
も
考
慮
し

て
、
喫
煙
者
と
の
合
意
を
進
め

て
い
き
な
が
ら
の
段
階
的
撤
廃

と
い
う
形
を
取
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
だ
具
体
的
な
時
期
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
最
終
的
に

は
、
タ
バ
コ
販
売
を
全
面
的
に

廃
止
す
る
と
い
う
。

生
協
が
昨
年
秋
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
喫
煙

者
の
半
数
以
上
が
タ
バ
コ
販
売

機
の
撤
去
に
反
対
し
て
い
る
の

に
対
し
、
非
喫
煙
者
は
賛
成
と

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が

そ
れ
ぞ
れ
四
十
%
強
と
、
意
見

が
分
か
れ
て
い
る
。
非
喫
煙
者

か
ら
は
、
「
販
売
機
を
撤
去
し

て
も
、
学
外
で
購
入
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
あ
ま
り
意
味
が
な

い
」
、
「
(中
央
食
堂
の
)
喫
煙

タ
イ
ム
も
や
め
て

(全
面
禁
煙

'

'
'
"
ーーーーーーーー'ー'"
ー'ー

置
や
文
学
部
の
ガ
イ
ト
ラ
イ
ン

作
成
を
評
価
す
る
と
し
つ
つ
、

今
後
、
大
学
当
局
に
求
め
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
盛
り
込
む
内
容

と
し
て
三
点
を
挙
げ
た
。
一
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
具
体
的
定
義
、
二
、
被
害

者
の
取
る
べ
き
対
応
(例
え
ば
、

被
害
に
遭
っ
た
と
き
ノ
ー
と
言

う
、
第
三
者
に
相
談
す
る
、
相

談
窓
口
に
行
く
等
)
、
三
、
被

害
の
訴
え
を
受
け
た
と
き
の
大

学
側
の
具
体
的
対
応
策
。
こ
う

ロ
ノ
ク
の
連
絡
先
、
鳴
門
教
育

大
学
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
例
な
ど

の
資
料
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

価
格
は
五
百
円
で
、
購
入
希
望

者
は
キ
ャ
ン
パ
ス
・
セ
ク
シ
ュ

ア
ル

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
全
国

ネ
ノ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
ま
で
。

〒
四
六
五
1
0
0
九
七
名
古

屋
市
名
東
区
平
和
が
丘
三
1

一

東
邦
学
園
短
期
大
学

戎
野
民

江
気
付

T
E
L
O
五
ニ
ー

(
七
八
二
)
1

一
二
四

一
(代
)

に
し
て
)
ほ
し
い
」
な
ど
の
意

見
も
あ
る
。
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
対
す
る
非
喫
煙
者
の
回
答

は
、
こ
う
し
た
意
見
を
反
映
し

た
も
の
だ
と
い
え
そ
う
だ
。

現
在
、
北
部
食
堂
と
中
央
食

ー囲
園
臨囹

★
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終

わ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
新
入
生

の
数
が
構
内
か
ら
減
る
様
子
が

あ
り
ま
せ
ん
。
講
義
に
出
る
以

外
す
る
こ
と
が
無
い
の
で
し
ょ

順位 書名 著者 出版社 緻
1 絶対音感 最相葉月 小学館 51冊

2 sμ}【tsgraph塵c

Number 文芸春秋 48冊

3 奪われし未来 翔泳社 47冊

4 装飾美術奇想のヨー
ロノパをゆ く

日本放送出版協会 43冊

5 ニ コ1」 地力小 流通
セ ノター 33冊

6
ぴあ肝 隷 神 ぴあ 30冊

6 ぴあ ラノキ!グ
ル メまめ版

ぴあ 30冊

8 メス化 する 自妖
デボラ
キヤバ トリー 集英社 26冊

8 ぴあmap文 庫 ぴあ 26冊

10 舞台 夢を紡ぐ磁場 日本放送出
版協会 25冊

 

う
か
。

★
暇
そ
う
な
新
入
生
に
話
を
聞

い
て
み
ま
し
た
が
、
今
年
の
受

験
生
特
集
号
は
結
構
好
評
で
し

た
。
「副
学
長
制
導
入
・学
生
部

事
務
局
編
入
問
題
」
に
つ
い
て

の
特
集
は
、
思
った
よ
り
多
く

の
新
入
生
の
関
心
を
集
め
て
い

る
よ
う
で
す
。

★
と
こ
ろ
で
、
受
験
生
特
集
号

の
六
面
に
は
寮
紹
介
を
載
せ
ま

し
た
が
、
地
塩
寮
は
京
都
大
学

の
学
寮
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
京

大
Y
M
C
A
の
管
理
す
る
寮
で

す
。
学
寮
と
誤
解
さ
れ
た
読
者

が
い
ま
し
た
の
で
、
念
の
た
め

記
し
て
お
き
ま
す
。

★
京
大
新
聞
で
も
新
入
生
が
ち

ら
ほ
ら
と
見
学
に
み
え
る
よ
う

に
な
り
、
今
ま
で
い
た
編
集
員

今
後
も
京
大
新
聞
の
ご
愛
読

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

し
た
ガ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
作
成
は

既
に
、
高
知
大
、
鳥
取
大
工
学

部
、
和
光
大
、
東
京
経
済
大
、

鳴
門
教
膏
大
、東
邦
学
園
短
大
、

大
阪
市
立
大
、
花
園
大
な
ど
全

国
で
二
十
以
上
の
大
学
で
行
わ

れ
て
い
る
○
昨
年
十
二
月
よ
り

文
部
省
が
、
全
国
の
学
校
に
対

し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
に
つ
い
て
の
調
査
を

開
始
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

今
後
、
ガ
イ
ト
ラ
イ
ン
の
作
成

は
各
地
で
進
む
も
の
と
思
わ
れ

る
。こ
う
し
た
動
き
の
き
っ
か
け

と
も
言
え
る
セ
ク
ハ
ラ
事
件
を

ひ
き
起
こ
し
た
京
都
大
学
で
、

実
質
的
な
機
能
を
持
つ
相
談
機

関
や
、
だ
れ
も
が
わ
か
る
ガ
イ

ト
ラ
イ
ン
等
が
整
備
さ
れ
る
か

ど
う
か
、
同
和
・人
権
問
題
委

員
会
の
討
議
の
行
方
が
注
目
さ

れ
る
。

 

 

 

阪
神
間
の
大

動
脈
、国
道
四

卜
三
号
線
は

法
定
速
度
時

速
四
+
キ
ロ

以
下
と
い
う

制
限
が
あ
る
。
勿
論
そ
の
道

路
を
、
自
動
卑
が
四
十
キ
ロ

以
下
を
守
り
、
走
る
分
に
は

何
の
問
題
も
な
い
。
さ
す
が

に
八
十
キ
ロ
に
も
な
る
と
、

警
察
が
黙
っ
て
い
な
い
が
、

普
段
な
ら
ば
五
十
キ
ロ
六
十

キ
ロ
で
駆
け
抜
け
よ
う
が
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い

う
。
警
察
当
局
に
よ
る
と
、

「大
目
に
見
て
い
る
」
か
ら

だ
そ
う
だ
▼
し
か
し
、
交
通

違
反
検
挙
件
数
の
ノ
ル
マ
達

成
が
遅
れ
て
く
る
と
話
は
変

わ
っ
て
く
る
o
そ
れ
ま
で
、

「違
法
」
で
は
な
か
っ
た
時

速
七
十
キ
ロ
の
車
が
ネ
ズ
ミ

取
り
に
引
っ
か
か
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
法
律
違
反
と
八

十
キ
ロ
で
走
る
法
律
違
反
と

で
は
、
全
く
意
味
が
違
う
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
規

則
は
、
現
実
と
い
う
磨
り
ガ

ラ
ス
を
通
し
て
別
の
文
脈
の

中
に
転
化
す
る
。そ
も
そ
も
、

そ
ん
な
道
路
で
四
十
キ
ロ
で

ト
ロ
ト
ロ
走
る
方
が
ず
っ
と

危
な
っ
か
し
い
は
ず
な
の
だ

が

▼
こ
の
意
味
で
は
、
私

た
ち
は
常
に
犯
罪
を
犯
し
て

い
る
。
銃
刀
法
に
よ
れ
ば
刃

渡
り
六
セ
ン
チ
以
上
の
刃
物

を
さ
し
た
る
理
由
も
な
し
に

持
ち
歩
く
と
違
法
な
の
で
、

例
え
ば
カ
ノ
タ
ー
ナ
イ
フ
を

筆
箱
に
入
れ
学
校
に
持
っ
て

い
く
と
逮
捕
さ
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
こ
と
に
な
る
。

「近
衛
中
学
生
、
二
百
人
が

銃
刀
法
違
反
で
補
導
」
と
い

う
新
聞
の
見
出
し
は
未
来
永

劫
見
る
こ
と
は
な
い
と
思
う

が
。
こ
の
目
に
見
え
な
い
も

う
一
つ
の
法
律
の
た
め
に
、

私
た
ち
は
共
犯
的
共
同
体
の

社
会
を
築
い
て
い
る
▼
京
都

大
学
で
も
昨
年
の
暮
れ
に
、

不
正
会
計
の
実
態
が
あ
る
と

朝
日
新
聞
に
す
っぱ
抜
か
れ

た
。
こ
れ
は
恥
ず
べ
き
大
学

の
痴
態
な
の
か
、
そ
れ
と
も

硬
直
化
し
た
制
度
の
弾
力
的

運
用
な
の
か
、
文
脈
を
読
み

と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
る

教
官
は
こ
の
事
件
に
関
し
何

が
悪
い
の
だ
、
と
開
き
直
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
は
時
速
六

十
キ
ロ
で
切
符
を
切
ら
れ
ブ

ッ
ク
サ
書
っ
て
い
る
オ
ヤ
ジ

の
姿
に
酷
似
し
て
い
る
o
ち

な
み
に
、
こ
の
事
件
の
発
覚

は
、
国
立
大
学
の
民
営
化
。

エ
ー
ジ
ェン
シ
ー
化
が
叫
ば

れ
た
直
後
の
こ
と
▼
法
の
中

で
私
た
ち
は
裁
か
れ
る
こ
と

し
か
出
来
な
い
な
ら
ば
、
せ

め
て
制
限
速
度
は
七
十
キ
ロ

に
し
て
、
そ
れ
を
超
え
た
車

は
全
部
捕
ま
え
る
こ
と
に
す

れ
ば
よ
い
▼
現
実
を
こ
ん
な

に
も
不
透
明
に
し
て
い
る

「犯
罪
」
に
よ
っ
て
、
一体

誰
が
得
を
し
損
を
し
て
い
る

の
か
考
え
た
い
。

(武
)

参加者 募集中1998年 度

・語学留学
アメリカ,イ ギリス,オ ース トラリア,マ ルタ

フランス,ド イツ,イ タリア,ス ペイン

・短期インターンシップinUSA

参加費用1～2ヶ 月滞在98,000円

・国際ボランティア プロジェク ト

参加費用35,000円

資料請求及び問い合せ先

国際教育交換協議 会(ヵウンシル)
西 日本 オフィス<月 ～金9.00～17.30>

京 都市 左京 区票 田 口鳥 屠 町2・1

京 都市 国際 交 流会 館3階 〒606む436

TELO75●752幽3568FAXO75-752-¶131

 

へ平安去館一
謝恩スペシャルランチメニュー

¥2,000(税 別)

本口のオードブル

准襲かぽちやスープ
伊勢海慧シャルマーニュ鼠
季鐘の野葉サラダ
桜のアイスクリーム
パン
コーヒー

4月26日(日)～5月31日(日)

(但し5月2324日 は除く)

レス トラン「呉竹」<113D～1500>

歓送迎会・同窓会等 は

☆和会席(10名 様から)

8,500円10,000円

☆ 大皿料理(10名 様から)

10,000円

へ

瓢蕊豊、騨

 

繍

燃

諦

☆ 立 食 ブ ッフェ(20名 様から)

6,500円7,500円

8,500円10,000円

☆ 着 席 ブ ッフェ(10名 様から)

7,500円

8,500円10,000円

◎いずれも飲み放題プラン 税金 ・サービス料含みます。

◎会場使用料は、2時 間まで無料サービスさせていただきます。

践平 安 盒 館TEL(075)嵯 一6]8]

京者;御所・中ユ売御門前FAX(075)431-7949こご利用下さいお気軽
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★ 名代 冬 の味覚 一 貝鍋 コースー3500円

知多鶏の大あさり 桑名のはまぐり 的矢のカキ
貝柱とその他野菜の鍋 雑炊 デザー ト

澱閣き卍
大文字山

以

都鍛

け

Ll京用都

亀 鵬点 ξ ・1・

噴

硝
白川遁り 置 庫照辱` 繭

今出

川
通り
_L陛 職
員

鎗
林寧

庫

令

★ 名物 一黒 潮焼 一3500円

大あさり はまぐり カキ 車海老
サザエの炭火焼きのコース 雑炊付

吉田山 、

京都市左京区今出川通交差点
南二筋下ル点滅信号西入●営業時間十七時から

二十三時

お問い合わせはTel(0裂5).771む712ま で

小和室 ご ざいます ・各種宴 会お ひ とり3000円 か

ら ・三十名程度の団体様 のご予約 も承 り致 します。

貝料理 ・活魚 ・割烹 ・
伊 勢海 老 料 理な ら
おまかせ下 さい!

喝
O噸7辱
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榮大郎窮(1946年8月6日 第三種郵便物認可)第2219号

五
月
も
下
旬
を
迎
え
、
各

サ
ー
ク
ル
の
新
歓
活
動
も
そ
ろ

そ
ろ
下
火
に
入
り
、
焦
っ
て
い

る
諸
君
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
ん

な
人
に
は
京
大
新
聞
を
お
薦
め

O

◎

す
る
が
、
新
聞
ば
か
り
が
サ
ー

ク
ル
で
は
な
い
。

ま
だ
ま
だ
遅
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
訪
ね

て
み
る
こ
と
を
お
漏
め
す
る
。

旧
。皆

、

穐

店
■
ど
ー
も
、
体
育
会
居
合
道
部

で
す
。
「居
合
道
」
な
ん
て
あ
ま

り
御
存
知
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
刀
を
使
っ
て
種
々
な
型
を

演
じ
る
武
道
と
言
え
ぱ
少
し
は

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
る
で

し
ょ
う
か
。
入
部
す
る
人
は
全

員
初
心
者
で
す
が
各
大
会
で
輝

か
し
い
成
績
を
収
め
、
ま
た
精

神
の
鍛
錬
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
の
が
我
が
部
の
特
徴
で
す
。

}人
で
も
多
く
の
方
が
居
合
道

の
世
界
へ
飛
び
込
ん
で
こ
ら
れ

る
の
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
入
学
式
を
間
近
に
控
え
た
あ

る
雨
の
日
、
ふ
と
思
い
っ
い

た
っ
て
時
計
台
を
見
に
行
く

と
、
よ
れ
よ
れ
の
の
ぼ
り
が

立
,
て
い
ま
し
た
。
そ
の
側
に

い
た
二
人
の
人
が
近
寄
っ
て
き

涛
久
懲
鷺
好
会

て
、
「カ
レ
ー
食
わ
へ
ん
り
」
と

言
い
ま
し
た
。
昼
ご
は
ん
が
ま

た
だ
っ
た
の
で
つ
い
て
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
雨
に
打
た
れ

る
桜
を
み
な
が
ら
カ
レ
ー
を

作
っ
て
食
へ
ま
し
た
。
林
18
歳
、

初
め
て
桃
太
郎
に
出
会
っ
た
日

の
思
い
出
で
し
た
。

(完
)

私
た
ち
は
、
一人
一人
が
空
き

時
間
を
利
用
し
て
、
京
都
の
大

自
然
の
中
を
仲
間
と
}緒
に
楽

し
く
走
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、

体
力
に
自
信
が
な
い
と
い
う
人

で
も
大
丈
夫
。
ま
た
走
る
だ
け

で
な
く
、
合
宿
で
は
写
真
の
よ

う
に
白
浜
の
海
で
遊
ん
だ
り
、

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
盛
り
た
く
さ
ん
。
す
ご

く
居
心
地
の
よ
い
ア
ノ
ト
ホ
ー

ム
な
サ
ー
ク
ル
で
す
。
皆
さ
ん
、

私
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
い
大
学

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

■
僕
達
、
京
大
飛
翔
会
は
熱
気

球
で
大
空
を
散
歩
す
る
、
大
変

夢
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
夏

は
北
海
道
、
冬
は
琵
琶
湖
の
空

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は

日
本
ア
ル
プ
ス
越
え
の
フ
ラ
イ

ト
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
競
技
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
過
去
の
世
界
選
手
権
大

会
、
日
本
選
手
権
大
会
に
数
多

く
出
場
し
て
い
ま
す
。

私
達
、
京
都
大
学
バ
ー
ト
マ
ン

チ
ー
ム
S
H
O
O
T
至
N
G
S

T
A
R
S
は
、
読
売
テ
レ
ビ
主

催
の
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
に
出

場
し
、
上
位
入
賞
ひ
い
て
は
優

勝
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。
過
去
九
回
の

出
場
を
果
た
し
滑
空
機
部
門
で

は
三
位
、
人
力
プ
ロ
ペ
ラ
機
部

門
で
は
四
位
の
成
績
を
残
し
て

い
ま
す
。

僕
を
待
っ
て
い
る
ん
で
す
。
魚

達
が
僕
を
野
生
へ
と
導
く
ん
で

す
。

く
る
ん
で
す
。
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
を
は
ら
し
た
い
と
か
、
自
然

に
囲
ま
れ
て
、
い
や
な
こ
と
を

忘
れ
た
い
と
か
そ
ん
な
ん
し
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
単
純
に
魚
を
釣

り
た
い
ん
で
す
。
魚
の
引
き
を

味
わ
い
た
い
ん
で
す
。
魚
達
が

團
ひ
を
追
及
し
て
い
き
ま
す
。

一
回
生
で
あ
っ
て
も
、
初
心
者

で
あ
っ
て
も
、
演
出
に
役
者
に

メ
イ
ン
ス
タ
ノ
ブ
に
と
幅
広
く

自
由
な
活
動
が
約
束
さ
れ
て
い

る
の
も
我
が
サ
ー
ク
ル
の
大
き

な
ウ
リ
で
す
。
大
学
生
活
に
刺

激
と
充
実
を
求
め
る
あ
な
た
、

演
劇
と
い
う
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
に

一
度
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
9

■
東
大
路
を
歩
い
て
い
る
と
き

に
、
ち
ょ
う
ど
総
合
人
間
学
部

の
入
口
の
あ
た
り
で
、
頭
の
上

に
怪
し
い
物
体
を
見
た
こ
と
が

～

■
僕
、病
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一週
間
以
上
釣
り
に
行
っ
て
な

か
っ
た
ら
体
が
ム
ズ
ム
ズ
し
て

さ

■
わ
た
し
た
ち
京
大
ギ
タ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
ク
ラ
シ
ノ
ク
曲
を
中

心
に
ソ
ロ
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
㌔

し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
シ
ノ
ク
ギ

タ
ー
は
、
世
間
で
は
あ
ま
り
メ

ジ
ャ
ー
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
音
色
の
美
し
さ
、
表
現

力
、
演
奏
法
の
多
様
性
は
他
の

楽
器
に
劣
り
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ブ

員
は
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か

れ
、
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
Q

基
本
的
に
自
由
な
所
な
の
で
、

誰
て
も
気
楽
に
来
て
下
さ
い
。

■
奇
術
研
究
会
は
手
品
を
す
る

サ
ー
ク
ル
で
す
。
派
手
な
ス

テ
ー
シ
マ
シ
ノ
ク
や
目
の
前
で

行
う
テ
ー
ブ
ル
マ
シ
ノ
ク
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
手
品
が
対
象
て

す
。
会
員
に
は
大
学
院
生
や
他

大
学
生
も
多
く
、
楽
し
い
サ
ー

ク
ル
で
す
。
活
動
の
中
心
は
京

大
十

}
月
祭
で
の
ス
テ
ー
シ
マ

シ
ノ
ク
シ
ョ
ー
で
、
毎
年
多
く

の
来
客
が
あ
り
ま
す
。
ポ
ー
リ

ン
グ
や
コ
ン
パ
な
ど
イ
ベ
ン
ト

も
多
く
、
夏
の
合
宿
で
は
海
に

出
か
け
る
実
は
さ
わ
や
か
な
集

ま
り
で
す
。

あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
が
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
部
の
ア
ン
テ
ナ
で

す
。
携
帯
電
話
の
一万
倍
く
ら

い
の
大
き
な
ア
ン
テ
ナ
で
、
最

大
で
携
帯
電
話
の
一千
倍
く
ら

い
の
強
さ
の
電
波
を
出
し
て
い

ま
す
。
主
な
盾
動
は
年
に
数
回

あ
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
出
場
で

す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
京
大
ア
マ
チ
ュア
無
線

部
は
結
構
強
く
て
、
コ
ン
テ
ス

ト
の
度
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
A
L
L
J
A
コ
ン
テ
ス

ト
は
関
西
で
二
位
。
全
市
全
郡

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
全
国
一位
で

し
た
。

翼
ク雪
夢ア

ブダ

 

■
近
年
著
し
い
変
化
を
続
け
る

演
劇
と
い
う
ア
ー
ト
を
通
し

て
、イ
ヘ
ン
ト
を
創
る
楽
し
さ
・

想
像
を
形
に
作
り
上
げ
て
い
く

■
私
達
、
京
大
ア
マ
チ

ュ
ア
ダ

ン
ス
ク
ラ
フ
は
、
社
交
ダ
ン
ス

を
楽
し
く
踊
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
年
二
階

の
発
表
会
を
中
心
に
、
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
て
踊
れ
る
よ
う
に

練
習
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
・

経
験
者
・
回
生
・
学
校
間
わ
ず

歓
迎
し
ま
す
の
で
、
是
非

一
度

練
習
を
見
学
し
に
来
て
下
さ

い
。

マ1轍嘱爾鵬偏粛漸劇の読み応

全4回連載 ・夏 目房之介氏インタビュー

第3回 ・マ ンガよもやま話

〉
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
で
言

及
さ

れ
た
、
細
か

い
し
ぐ
さ

を
鋭

い

視
点

で
捉

え

た
場
面

。絵

も

コ
マ
割

り
も
下
手

だ
が

、
何
と

も

言
え

な

い
面

白

味
が

あ

る
。
『ナ

ニ
ワ
金

融

道
」
第

二
巻

(九

一
年

・
青
木
雄

二
)
よ
り
。

編
集
員

近
年
マ
ン
ガ
が
ど
ん

ど
ん
文
庫
本
化
し
て
い
ま
す
よ

ね
。
で
も
今
で
も
単
行
本
で
手
に

入
る
も
の
を
た
だ
小
さ
く
し
た

だ
け
で
読
み
に
く
か
っ
た
り
、
も

と
の
単
行
本
が
絶
版
に
な
っ
て

初
出
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
と
、
マ
ン
ガ
好
き
の
僕

に
と
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
と
不
便

な
ん
で
す
が
。

夏
目

マ
ン
ガ
と
い
う
の
は

元
々
絶
版
の
多
い
世
界
だ
け
ど
、

特
に
消
費
税
が
5
%
に
な
っ
て

か
ら
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

文
庫
本
ブ
ー
ム
と
い
う
の
は

昔
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
『の
ら

く
ろ
』
を
文
庫
版
で
出
し
て
ヒ
ノ

ト
し
た
か
ら
、
な
ん
で
も
文
庫
本

で
出
し
た
時
期
が
あ
っ
た
ん
だ

け
ど
、
出
し
す
ぎ
て
共
倒
れ
に

な
っ
た
。
フ
ー
ム
に
な
る
と
本
当

に
つ
ま
ら
な
い
も
の
も
出
て
く

る
ん
だ
け
ど
、
僕
は
そ
う
い
う
つ

ま
ら
な
い
も
の
を
「こ
ん
な
も
の

出
す
か
」
と
か
言
い
な
が
ら
読
む

の
も
実
は
好
き
で
す
ね

(笑
)。

全
体
か
ら
見
る
と
、
マ
ン
ガ
が

日
本
で
こ
こ
ま
で
来
た
っ
て
い

う
の
は
、
本
当
に
つ
ま
ら
な
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
光
輝
く
よ
う
な

才
能
が
出
て
き
た
わ
け
で
、
そ
れ

を
否
定
し
ち
ゃ
っ
て
良
い
も
の

だ
け
を
残
そ
う
と
言
っ
て
も
絶

対
に
そ
う
は
な
ら
な
い
で
す
よ
。

つ
ま
ら
な
い
も
の
の
中
に
良
い

も
の
が
残
っ
て
い
け
ば
い
い
と

い
う
考
え
方
で
す
ね
。

日
本
ほ
ど
マ
ン
ガ
に
規
制
の

な
い
国
っ
て
な
い
で
す
よ
。
い
い

も
の
、
子
供
に
と
っ
て
毒
の
な
い

も
の
だ
け
を
残
そ
う
と
い
う
見

地
か
ら
規
制
を
は
め
て
い
く
と

や
っ
ぱ
り
発
展
し
な
い
で
す
。
香

港
で
マ
ン
ガ
を
研
究
し
て
い
る

着
者
に
僕
が
、
「日
本
で
は
国
家

は
何
も
表
現
を
規
制
し
な
い
で
、

地
方
の
政
府
が
条
例
を
作
っ
て

規
制
す
る
ん
だ
」
と
言
っ
た
ら
、

本
当
に
び
っ
く
り
し
て
い
た
。
例

え
ば
ア
メ
リ
カ
で
も
成
年
指
定

と
い
う
の
は
あ
る
わ
け
だ
け
ど
、

実
際
に
は
ど
ん
な
表
現
で
も
あ

り
な
ん
だ
よ
ね
。
た
だ
し
、
子
供

が
見
る
機
会
が
な
い
と
い
う
範

囲
内
で
で
す
け
ど
。

一時
期
有
害
コ
ミ
ノ
ク
論
争

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね

(註
)。
で
も
僕
は
あ
れ
に
は
正

直
言
っ
て
あ
ま
り
興
味
が
な
い

ん
で
す
よ
。
本
質
論
だ
け
を
言
え

ば
、
表
現
に
対
し
て
何
か
を
規
制

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す
。

マ
ン
ガ
自
体
に
本
質
的
な
影
響

は
な
い
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
実
際
の
と

こ
ろ
今
で
も
結
果
的
に
は
成
年

指
定
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
規
制

に
対
し
て
反
対
の
声
を
上
げ
て

い
く
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
議
論

を
す
る
と
き
に
、
マ
ン
ガ
の
表
現

が
ど
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
て
、
な
ぜ
面
白
い
の
か
が
分

か
っ
た
う
え
で
論
争
し
た
方
が

議
論
に
は
な
る
と
思
う
。
テ
ー
マ

と
し
て
何
を
と
り
あ
げ
て
い
る

か
と
い
う
問
題
し
ゃ
な
い
。

話
が
そ
れ
た
け
ど
、
そ
う
や
っ

て
つ
ま
ら
な
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
中
か
ら
、
新
し
い
表
現
や

意
外
な
面
白
さ
は
出
て
く
る
と

思
う
。
例
え
ば
岡
崎
京
子
さ
ん
も

桜
沢
エ
リ
カ
さ
ん
も
吉
田
戦
車

さ
ん
も
、
も
と
も
と
は
エ
ロ
マ
ン

ガ
雑
誌
か
ら
出
て
き
た
ん
だ
よ

ね
。
山
本
直
樹
さ
ん
な
ん
て
い
ま

だ
に
エ
ロ
マ
ン
ガ
も
描
い
て
る

わ
け
だ
か
ら
。
で
も
良
い
も
の
は

面
白
い
。

例
え
ぱ
『ナ
ニ
ワ
金
融
道
』
の

青
木
雄
二
だ
っ
て
あ
ん
な
に
下

手
な
の
に
面
白
い
(笑
)。
ど
お

下
手
だ
か
ら
こ
そ
面
白

い
▼

●

く
ま
ん
、
谷
岡
ヤ
ス
ン
、
青
木
雄

二
っ
て
言
った
ら
天
才
だ
よ
、
あ

れ
だ
け
上
手
く
な
ら
な
い
の
は

(笑
)。
普
通
は
上
手
く
な
っ
て

い
っ
て
面
白
く
な
く
な
る
ん
だ

け
ど
、
こ
の
人
た
ち
は
コ
マ
の
割

り
方
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
て
、
あ
る

意
味
で
下
手
だ
か
ら
こ
そ
面
白

い
。
そ
れ
を
許
す
と
い
う
の
は
よ

く
言
え
ば
日
本
の
マ
ン
ガ
界
の

度
量
の
広
さ
で
あ
り
、
悪
く
言
え

ば
い
い
加
減
さ
だ
と
思
う
ん
で

す
よ
。

編
集
員

僕
も
は
し
め
『ナ
ニ
ワ

金
融
道
』
を
見
た
と
き
に
、
こ
れ

て
い
い
の
か
と
い
う
の
が
一
つ

に
は
あ
っ
た
ん
で
す
よ

(笑
)。

て
も
も
う
一
つ
に
は
初
期
の
手

塚
さ
ん
の
作
品
中
の
モ
プ
シ
ー

ン
の
よ
う
に
、
隅
か
ら
隅
ま
で
見

た
と
き
に
し
ん
わ
り
面
白
い
ん

で
す
よ
ね
。
風
俗
店
の
看
板
と
か

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
帽
子
を
か

ぶ
っ
た
オ
ノ
サ
ン
と
か
が
ミ
も

ブ
タ
も
な
く
描
か
れ
て
い
る
の

を
見
る
と
す
ご
く
面
白
い
。

夏
目

普
通
の
編
集
者
だ
っ
た

ら
あ
れ
は
許
さ
な
い
よ
。
あ
ん
な

に
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
描
い
た
ら
見

に
く
く
て
し
ょ
う
が
な
い
o
細
か

い
描
写
で
も
、
今
の
マ
ン
ガ
だ
っ

た
ら
こ
れ
は
や
る
ま
い
と
い
う

こ
と
を
、
克
明
に
や
っ
て
し
ま
っ

そ
ん
な
作
品
も
あ
る
の
が

い
い
と
こ
ろ

で
す

表現と規制との綱引き
その中で発展 してきた
玉石混渚の文化

 

て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
が
は
ま
る

と
す
こ
く
面
白
い
。

例
え
ば
ソ
ー
プ
ラ
ン
ド
に
勤

め
る
こ
と
に
な
っ
た
女
が
、
客
が

は
け
た
後
に
風
呂
場
を
掃
除
す

る
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
そ
こ
で

借
金
苦
の
女
の
哀
し
み
を
描
い

て
い
る
と
い
う
の
は
分
か
る
ん

だ
け
ど
、
そ
の
後
ウ
ン
コ
座
り
し

て
陰
毛
を
拾
う
と
い
う
場
面
が

あ
る
。
あ
れ
は
ほ
か
の
作
家
で
は

描
け
な
い
。
例
え
ば
池
上
遼
}さ

ん
の
マ
ン
ガ
だ
っ
た
ら
あ
ん
な

格
好
で
は
座
ら
な
い
(笑
)。
だ

け
ど
そ
の
方
が
絶
対
リ
ア
リ

テ
ィ
が
あ
る
ん
だ
よ
。

そ
れ
か
ら
借
金
を
作
っ
た
公

務
員
が
、
家
に
帰
っ
て
奥
さ
ん
に

そ
の
こ
と
を
告
白
す
る
と
、
奥
さ

ん
が
ワ
ノ
と
テ
ー
ブ
ル
に
泣
き

伏
す
。
こ
の
場
面
で
も
実
は
眼
鏡

を
外
し
て
か
ら
泣
き
伏
す
ん
だ

よ
ね
。
そ
の
時
に
ポ
ノ
ト
が
倒
れ

る
ん
だ
け
ど
、
部
屋
を
出
て
行
く

と
き
に
は
元
ど
お
り
に
な
っ
て

い
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
異
様

に
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う

い
う
視
点
の
鋭
さ
は
、
読
ん
で
い

て
す
ご
く
面
白
い
。
あ
れ
は
今
の

と
こ
ろ
全
世
界
で
お
そ
ら
く
日

本
で
だ
け
生
し
る
タ
イ
プ
の
マ

ン
ガ
だ
ど
思
う
。
こ
の
マ
ン
ガ
が

出
て
来
て
し
か
も
売
れ
る
と
い

う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
い
い
こ
と
で

す
よ
ね
。

編
集
員

そ
う
い
う
短
い
時
間

の
出
来
事
を
細
か
く
描
く
と
い

う
の
は
、
少
女
マ
ン
ガ
か
ら
来
た

ん
て
は
な
い
て
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
先
ほ
ど
お
話
に
出
て
来
た
桜

沢
エ
リ
カ
さ
ん
な
ん
か
は
、
誰
か

を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
好
き
に
な
っ

て
い
く
と
か
い
う
話
を
す
こ
く

上
手
に
描
き
ま
す
ね
。
少
女
マ
ン

ガ
を
読
ま
な
い
よ
う
な
読
者
も
、

そ
う
い
う
微
妙
な
表
現
も
面
白

く
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た

と
い
う
の
も
あ
る
と
思
う
ん
で

す
が
。

夏
目

も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
。
さ
っ
き
も
言
っ
た
け

ど
、
そ
こ
に
は
何
か
こ
の
列
島
住

民
の
好
み
み
た
い
な
も
の
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ

ン
コ
ミ
ノ
ク
ス
な
ん
て
大
ざ
っ

ぱ
で
面
白
く
な
い
も
の
。
困
っ
た

ら
ヒ
ー
ロ
ー
が
突
然
助
け
に
来

た
り
し
て
Q
本
当
は
こ
の
コ
マ
と

こ
の
コ
マ
の
間
に
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
コ
マ
が
あ
る
だ
ろ
う
っ

て
い
う

(笑
)。

だ
け
ど
そ
う
い
う
細
か
く
描

か
れ
た
も
の
が
あ
る
【方
で
、
す

ご
く
迫
力
の
あ
る
絵
で
大
ざ
っ

ぱ
に
進
ん
で
い
く
マ
ン
ガ
も
日

本
に
は
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か

ら
結
局
日
本
の
マ
ン
ガ
の

一番

良
い
と
こ
ろ
は
選
択
性
が
す
こ

く
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
微

妙
な
心
理
を
描
い
た
も
の
が
読

み
た
け
れ
ば
そ
れ
が
あ
る
し
、

ハ
ノ
タ
リ
だ
け
で
物
語
が
進
む

も
の
を
読
ん
で
爽
快
感
を
味
わ

い
た
け
れ
ば
そ
う
い
う
も
の
も

あ
る
。
で
も
マ
ン
ガ
の
高
度
成
長
は

大
体
八
†
年
代
に
終
わ
っ
て
ま

す
か
ら
、
あ
と
は
い
か
に
安
定
成

長
に
入
っ
て
行
く
か
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
ね
。
ま
だ
も
う
少
し

ジ
ャ
ン
ル
の
拡
大
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
マ
ン
ガ
出
版
全
体
を

見
た
と
き
に
、
こ
れ
か
ら
は
戦
略

の
立
て
方
と
か
ル
ー
ル
作
り
と

か
が
進
ん
で
行
く
ん
て
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

(註
釈
)
例
え
ば
七
〇
年
代
に

は
、
永
井
豪
や
手
塚
治
虫
、

シ
ョ
ー
ジ
秋
山
ら
の
作
品
が
「悪

書
」
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
マ
ン
ガ

に
お
け
る
性
表
現
や
暴
力
表
現

に
対
す
る
批
判
は
恒
常
的
に
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
九
十

年
頃
か
ら
起
こ
っ
た
論
争
は
「有

害
コ
ミ
ノ
ク
論
争
」
と
呼
ば
れ

る
。
結
果
だ
け
を
言
え
ば
、
各
地

で
条
例
が
制
定
さ
れ
、
読
者
に
年

齢
制
限
を
設
け
る
な
ど
、
マ
ン
ガ

に
お
け
る
性
表
現
。暴
力
表
現
は

法
的
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
こ
で
は
紙
数
が
足
り

な
い
が
、
ン
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
わ

る
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
本
紙
で
取
り
扱
う
予
定
で
あ

る
。

(註
釈
は
編
集
部
)

講 霧。、、。鮭 難
京阪三条駅東へZPm南へ10m

8541-0900

●●

■幽♂

ブラス

M

ll

 

コ

ス

ざくら

櫻
え な

辮 こ慮難得 宴々会2,800円 より

京都大学新聞

''

.●中集募者
=象士

碗

 

購期定
,

5




